
カメのせいかつにこまらない
ためには

和希くんは放課後等ディサービスで発達⽀援を受けている⽣徒です。
⽂章⼒や丁寧に字を書く能⼒に課題があり、次ページに指導者による活
字化した⽂を載せました。
また、提案の意図が不明確なので、和希くんに聞いたことを脚注に記載
させてもらいました。
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⽣き物が住みやすいようにする。
ぼくの住む⿅児島は、きれいなまちであるべき。⻄之⾕ダム

は、⽔がくさくてにごった池。⼩学校５年⽣の時池でニホンイ
シガメを⾒つけた。７⽉に⻄之⾕ダムに⾏った。管理⼈さんは
⾜のひざぐらいまで池に⼊ってごみ拾いをしていた、僕とばあ
ちゃんも少しだけ⼿伝った。管理⼈さんがありがとうと⾔った。
いい気持ちになった。うれしいきもちになった。カメをつかま
えられてうれしいと思った。イノシシも遠くで⾒た。⾛ってい
た。⻄の⾕ダムをきれいにそうじしてあげる。ホースで⽔をぬ
いて洗ざいを⼊れてたわしでこすってコケをなくす。⽔はくさ
くてにごった池がきれいな⽔⾊になる。カメや⿂が住みやすく
なる。
１０⼈ぐらいの池に１００⼈の⼈が集まるといい気持ちにな

る。川にゴミを捨てないで！僕がゴミをきれいにしたよ。今度
は⼀緒にしようね。

(担当指導員 注) 百⼈くらいの⼈を集めてダム池を美化しよう
という企画です。そうするとダム池がきれいになるだけでなく、
集まった⼈たちもさわやかな気持ちになれると考えています。






